
液体経腸栄養剤の問題点液体経腸栄養剤の問題点

胃

胃食道逆流胃食道逆流胃食道逆流胃食道逆流
　　　　嘔吐嘔吐嘔吐嘔吐やややや嚥下性肺炎嚥下性肺炎嚥下性肺炎嚥下性肺炎のののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなる

栄養剤栄養剤栄養剤栄養剤リークリークリークリーク
　　　　瘻孔瘻孔瘻孔瘻孔からのからのからのからの栄養剤栄養剤栄養剤栄養剤のののの漏漏漏漏れれれれ現象現象現象現象

下下下下　　　　痢痢痢痢
　　　　投与速度投与速度投与速度投与速度がががが早早早早いといといといと下痢下痢下痢下痢をををを発症発症発症発症



【固形化経腸栄養剤の特徴】【固形化経腸栄養剤の特徴】

栄養剤固形化栄養剤固形化

嚥下性呼吸器感染症の軽減嚥下性呼吸器感染症の軽減

瘻孔からの栄養剤リークの改善瘻孔からの栄養剤リークの改善

一度に注入ができる一度に注入ができる

体位交換の継続体位交換の継続

座位保持が不要座位保持が不要介護者の負担が軽減介護者の負担が軽減

褥瘡悪化の予防褥瘡悪化の予防

胃-食道逆流が減少胃-食道逆流が減少

栄養剤胃内停滞時間延長栄養剤胃内停滞時間延長 下痢の予防下痢の予防



固形化経腸栄養剤の効果固形化経腸栄養剤の効果

流流流流　　　　涎涎涎涎

リークリークリークリーク

嘔嘔嘔嘔　　　　吐吐吐吐

発発発発　　　　熱熱熱熱

呼吸苦呼吸苦呼吸苦呼吸苦

肺肺肺肺　　　　炎炎炎炎
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投与開始投与開始投与開始投与開始



目　的目　的

経皮内視鏡的胃瘻造設術施行症

例に対して，固形化経腸栄養剤の

投与を行い，液体経腸栄養剤投

与時と比較して，胃食道逆流（以

下ＧＥＲ）の予防効果を検討．

経皮内視鏡的胃瘻造設術施行症

例に対して，固形化経腸栄養剤の

投与を行い，液体経腸栄養剤投

与時と比較して，胃食道逆流（以

下ＧＥＲ）の予防効果を検討．



【対象】【対象】

【方法】【方法】

○○○○ 胃瘻胃瘻胃瘻胃瘻をををを介介介介したしたしたした経管栄養経管栄養経管栄養経管栄養をををを行行行行っているっているっているっている症例症例症例症例

○○○○ 症例数症例数症例数症例数１７１７１７１７名名名名 （（（（５３５３５３５３－－－－９１９１９１９１才才才才））））

○○○○ 痴呆痴呆痴呆痴呆およびおよびおよびおよび脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症 各各各各８８８８名名名名、、、、 脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症 １１１１名名名名

○○○○ 胃瘻胃瘻胃瘻胃瘻をををを介介介介したしたしたした経管栄養経管栄養経管栄養経管栄養をををを行行行行っているっているっているっている症例症例症例症例

○○○○ 症例数症例数症例数症例数１７１７１７１７名名名名 （（（（５３５３５３５３－－－－９１９１９１９１才才才才））））

○○○○ 痴呆痴呆痴呆痴呆およびおよびおよびおよび脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症脳梗塞後遺症 各各各各８８８８名名名名、、、、 脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症 １１１１名名名名

○○○○ 経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤にににに造影剤造影剤造影剤造影剤をををを混入混入混入混入

○○○○ 造影剤造影剤造影剤造影剤をををを混入混入混入混入したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを投与後投与後投与後投与後ににににＣＴＣＴＣＴＣＴでででで確認確認確認確認

○○○○ 初初初初めにめにめにめに液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤をををを投与投与投与投与したしたしたした後後後後ににににＣＴＣＴＣＴＣＴでででで評価評価評価評価

　　　　　　　　後日後日後日後日，，，，固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤でででで同様同様同様同様にににに評価評価評価評価をををを行行行行うううう

○○○○ 固形化前後固形化前後固形化前後固形化前後ででででＧＥＲＧＥＲＧＥＲＧＥＲのののの頻度頻度頻度頻度をををを比較比較比較比較しししし，，，，McNemarMcNemarMcNemarMcNemar’’’’testtesttesttestをををを利用利用利用利用してしてしてして

　　　　　　　　発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度にににに統計学的有意差統計学的有意差統計学的有意差統計学的有意差があるかをがあるかをがあるかをがあるかを評価評価評価評価

○○○○ 経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤にににに造影剤造影剤造影剤造影剤をををを混入混入混入混入

○○○○ 造影剤造影剤造影剤造影剤をををを混入混入混入混入したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを投与後投与後投与後投与後ににににＣＴＣＴＣＴＣＴでででで確認確認確認確認

○○○○ 初初初初めにめにめにめに液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤液体経腸栄養剤をををを投与投与投与投与したしたしたした後後後後ににににＣＴＣＴＣＴＣＴでででで評価評価評価評価

　　　　　　　　後日後日後日後日，，，，固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤固形化経腸栄養剤でででで同様同様同様同様にににに評価評価評価評価をををを行行行行うううう

○○○○ 固形化前後固形化前後固形化前後固形化前後ででででＧＥＲＧＥＲＧＥＲＧＥＲのののの頻度頻度頻度頻度をををを比較比較比較比較しししし，，，，McNemarMcNemarMcNemarMcNemar’’’’testtesttesttestをををを利用利用利用利用してしてしてして

　　　　　　　　発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度にににに統計学的有意差統計学的有意差統計学的有意差統計学的有意差があるかをがあるかをがあるかをがあるかを評価評価評価評価



固形化経腸栄養剤の調理法と投与法固形化経腸栄養剤の調理法と投与法

①①①① 経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを症例症例症例症例のののの
　　　　　　　　必要水分量必要水分量必要水分量必要水分量にあわせにあわせにあわせにあわせ希釈希釈希釈希釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
②②②② 希釈希釈希釈希釈したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを加熱加熱加熱加熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
③③③③ 粉末寒天粉末寒天粉末寒天粉末寒天をををを加加加加ええええ撹拌溶解撹拌溶解撹拌溶解撹拌溶解
　　（　　（　　（　　（1111g/200mlg/200mlg/200mlg/200ml程度程度程度程度））））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
④④④④ 50505050mlmlmlmlシリンジシリンジシリンジシリンジにににに吸引吸引吸引吸引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑤⑤⑤⑤ 冷所冷所冷所冷所でででで保存保存保存保存，，，，凝固凝固凝固凝固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑥⑥⑥⑥投与前投与前投与前投与前にににに室温室温室温室温にににに戻戻戻戻すすすす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑦⑦⑦⑦シリンジシリンジシリンジシリンジからからからから一気一気一気一気にににに注入注入注入注入

①①①① 経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを症例症例症例症例のののの
　　　　　　　　必要水分量必要水分量必要水分量必要水分量にあわせにあわせにあわせにあわせ希釈希釈希釈希釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
②②②② 希釈希釈希釈希釈したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤をををを加熱加熱加熱加熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
③③③③ 粉末寒天粉末寒天粉末寒天粉末寒天をををを加加加加ええええ撹拌溶解撹拌溶解撹拌溶解撹拌溶解
　　（　　（　　（　　（1111g/200mlg/200mlg/200mlg/200ml程度程度程度程度））））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
④④④④ 50505050mlmlmlmlシリンジシリンジシリンジシリンジにににに吸引吸引吸引吸引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑤⑤⑤⑤ 冷所冷所冷所冷所でででで保存保存保存保存，，，，凝固凝固凝固凝固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑥⑥⑥⑥投与前投与前投与前投与前にににに室温室温室温室温にににに戻戻戻戻すすすす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
⑦⑦⑦⑦シリンジシリンジシリンジシリンジからからからから一気一気一気一気にににに注入注入注入注入



胃食道逆流の評価方法胃食道逆流の評価方法
方法方法方法方法；；；；

　　　　造影剤造影剤造影剤造影剤をををを含有含有含有含有したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤のののの投与投与投与投与をををを行行行行ったったったった３０３０３０３０分後分後分後分後にににに，，，，

　　　　胸部胸部胸部胸部ＣＴＣＴＣＴＣＴをををを1111cmcmcmcmスライススライススライススライスでででで撮影撮影撮影撮影

造影剤濃度造影剤濃度造影剤濃度造影剤濃度；；；；

　　　　経腸栄養投与量経腸栄養投与量経腸栄養投与量経腸栄養投与量100100100100mlmlmlmlあたりあたりあたりあたりガストログラフィンガストログラフィンガストログラフィンガストログラフィン5555ｍｌｍｌｍｌｍｌ混入混入混入混入

判定判定判定判定；；；；

　　　　放射線科専門医放射線科専門医放射線科専門医放射線科専門医がががが判定判定判定判定　ＣＴ　ＣＴ　ＣＴ　ＣＴ値値値値１００１００１００１００以上以上以上以上でででで陽性陽性陽性陽性

方法方法方法方法；；；；

　　　　造影剤造影剤造影剤造影剤をををを含有含有含有含有したしたしたした経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤経腸栄養剤のののの投与投与投与投与をををを行行行行ったったったった３０３０３０３０分後分後分後分後にににに，，，，

　　　　胸部胸部胸部胸部ＣＴＣＴＣＴＣＴをををを1111cmcmcmcmスライススライススライススライスでででで撮影撮影撮影撮影

造影剤濃度造影剤濃度造影剤濃度造影剤濃度；；；；

　　　　経腸栄養投与量経腸栄養投与量経腸栄養投与量経腸栄養投与量100100100100mlmlmlmlあたりあたりあたりあたりガストログラフィンガストログラフィンガストログラフィンガストログラフィン5555ｍｌｍｌｍｌｍｌ混入混入混入混入

判定判定判定判定；；；；

　　　　放射線科専門医放射線科専門医放射線科専門医放射線科専門医がががが判定判定判定判定　ＣＴ　ＣＴ　ＣＴ　ＣＴ値値値値１００１００１００１００以上以上以上以上でででで陽性陽性陽性陽性

ＧＥＲ陽性例ＧＥＲ陽性例



固形化前後の胃食道逆流の変化固形化前後の胃食道逆流の変化

85-++++脳出血後遺症M64

--脳梗塞後遺症M68

--痴呆F87

10151015++++++++脳梗塞後遺症F84

21-++++脳梗塞後遺症F91

--脳梗塞後遺症F89

--痴呆F82

1313-++++脳梗塞後遺症F68

1512-++++脳梗塞後遺症M84

41-++++脳梗塞後遺症F87

131344++++++++痴呆M82

10949++++++++痴呆F80

134-++++痴呆F87

--脳梗塞後遺症Ｆ53

131367++++++++痴呆F90

--痴呆F81

--痴呆F82

固形液体固形液体固形液体
基礎疾患性別年令

噴門からの距離逆流所見のｽﾗｲｽ数胃食道逆流の有無



結結結結　　　　果果果果結結結結　　　　果果果果
　　従来より用いられている液状経腸栄養剤を投与した後に、

胸部ＣＴ上ＧＥＲを認めた症例は１７名中１０名（58.8%）であっ

た。一方，固形化した経腸栄養剤を投与した後に胸部ＣＴ

上ＧＥＲを認めた症例は１７名中４名（23.5%）と有意差をもっ

て減少した．

　　従来より用いられている液状経腸栄養剤を投与した後に、

胸部ＣＴ上ＧＥＲを認めた症例は１７名中１０名（58.8%）であっ

た。一方，固形化した経腸栄養剤を投与した後に胸部ＣＴ

上ＧＥＲを認めた症例は１７名中４名（23.5%）と有意差をもっ

て減少した．

　ＧＥＲ（＋）　 　ＧＥＲ（－）　ＧＥＲ（＋）　 　ＧＥＲ（－）

固形経腸栄養剤投与 　　 ４名（23.5%） 　　１３名（76.5%）固形経腸栄養剤投与 　　 ４名（23.5%） 　　１３名（76.5%）

液体経腸栄養剤投与 　　１０名（58.8%） 　 ７名（41.2%）　液体経腸栄養剤投与 　　１０名（58.8%） 　 ７名（41.2%）　

　Mc Nemar’s test　P=0.014　Mc Nemar’s test　P=0.014



結　語結　語

　ＰＥＧは経鼻胃管に比して口径が太く，長さも短

いといった特徴があることから，今回のような固形

化経腸栄養剤の投与が可能となる．

　固形化経腸栄養剤は液体のものに比して生理

的な形態であり，胃食道逆流を予防する効果があ

る．よって本法により，今後経管栄養管理の適応

症例が広がり，経管栄養合併症の減少，管理の

簡便化が可能であると考える．

　ＰＥＧは経鼻胃管に比して口径が太く，長さも短

いといった特徴があることから，今回のような固形

化経腸栄養剤の投与が可能となる．

　固形化経腸栄養剤は液体のものに比して生理

的な形態であり，胃食道逆流を予防する効果があ

る．よって本法により，今後経管栄養管理の適応

症例が広がり，経管栄養合併症の減少，管理の

簡便化が可能であると考える．


